
 

  

 

地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た

め
の
国
内
外
で
の
主
な
約
束
事
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

■
パ
リ
協
定
…
２
０
３
０(

平
成

42)

年
以
降
に
お
け
る
地
球
温
暖

化
対
策
の
国
際
的
な
枠
組
と
し
て
、

２
０
１
５(

平
成
27)

年
12
月
の

第
21
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約

締
約
国
会
議(

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21)

で
採
択

さ
れ
、
昨
年
11
月
に
発
効
し
た
も

の
。
「
今
世
紀
末
時
点
で
、
世
界
の

平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
前

か
ら
２
℃
未
満
、
で
き
れ
ば
1.5
℃

未
満
に
抑
え
る
こ
と
」
な
ど
が
謳う
た

わ

れ
て
い
ま
す
。 

■
日
本
の
約
束
草
案
…
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21

に
先
立
ち
平
成
27
年
７
月
に
日
本

が
国
連
に
提
出
し
た
目
標
。
「
２
０

３
０(

平
成
42)

年
度
に
２
０
１
３

(

平
成
25
）
年
度
比
で
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
26
㌫
削

減
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

   

快
適
な
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

電
気
。
平
成
28
年
度
に
お
け
る
わ

が
国
の
電
源
ご
と
の
発
電
量
の
構

成
は
、
①
天
然
ガ
ス
39･

５
㌫
、
②

石
炭
30･

０
㌫
、
③
石
油
そ
の
他
火

力
14･

０
㌫
、
④
水
力
7.5
㌫
、
⑤

太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
7.3

㌫
、
原
子
力
1.7
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す(

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
等
統
計)

。

①
か
ら
③
ま
で
の
二
酸
化
炭
素(

以

下
「
Ｃ
Ｏ
２
」)

を
排
出
す
る
「
化

石
燃
料
」
を
利
用
し
た
発
電
は
全
体

の
約
８
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
業
界
に
は
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
を
抑

制
す
る
施
設
の
新
設
、
更
新
等
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
枯
渇
せ
ず
、
安

心
安
全
で
Ｃ
Ｏ
２
も
排
出
し
な
い
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
利
用

し
た
発
電
は
7.3
㌫
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
将
来
的
に
送
配
電
網
の

整
備
等
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

再
エ
ネ
由
来
の
電
気
を
増
産
し
て

い
く
こ
と
が
、
地
球
温
暖
化
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
最
も
効
果
的
な

方
策
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

  

本
市
で
も
、
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー

の
最
終
処
分
場
跡
地
に
出
力
千
500

㌗
の
太
陽
光
発
電
施
設(

写
真
右

下
。
年
間
620
世
帯
分
を
発
電)

を
設

置
し
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
稼
働

し
て
い
る
ほ
か
、
10
校
の
中
学
校

等
で
非
常
用
電
源
と
し
て
も
活
用

で
き
る
よ
う
太
陽
光
発
電
施
設
が

稼
働
中
で
す
。
ま
た
、
市
役
所
新
庁

舎
で
地
中
熱
を
空
調
に
活
用
し
た

り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
公
立
美

術
大
学
な
ど
５
施
設
で
木
質
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
た
り

す
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
民
間
で
も
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
や
食
品
残
さ
を

利
用
し
た
メ
タ
ン
発
酵
ガ
ス
化
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
が
向
浜
地
区

で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
最

近
、
海
岸
部
を
中
心
に
林
立
す
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
風
力
発
電

機
（
写
真
左
上
）
。
本
市
を
含
め
た

秋
田
県
沿
岸
部
は
、
風
力
発
電
施
設

の
適
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
既
に
秋
田

県
は
青
森
県
に
次
い
で
全
国
２
位

の
発
電
規
模
を
有
し
て
い
ま
す
（
平

成
29
年
３
月
末
現
在
）
。 

こ
の
威
容
さ
を
醸
し
出
し
て
い

る
風
力
発
電
機
、
大
き
い
も
の
だ
と

ブ
レ
ー
ド
（
羽
根
）
の
直
径
が
100
㍍

を
超
え
、
そ
の
１
基
当
た
り
の
発
電

出
力
は
３
千
㌗
（
年
間
２
千
世
帯
分

の
消
費
電
力
量
に
相
当
）
。
洋
上
に

設
置
す
る
も
の
だ
と
、
ブ
レ
ー
ド
の

直
径
は
更
に
数
十
㍍
長
く
な
り
ま

す
。
本
市
を
含
め
て
秋
田
県
沖
に
は

近
い
将
来
、
洋
上
風
力
発
電
機
が
数

多
く
設
置
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
、
全

国
的
に
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
要
な
供
給
基
地
と
し
て
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
大
い
に
貢
献
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

市
で
は
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
・
啓
発
を
図
る
た
め
発
電
施
設

の
見
学
が
で
き
る
「
あ
き
た
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
「
風
力
発
電
機
の
威

容
を
間
近
で
体
感
し
た
い
」
「
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
仕
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
？
」
「
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
っ
て
な
に
？
」
な
ど
と
い
っ
た

関
心
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
利
用
申
込
み
・
問
合

せ
は
、
専
用
☎(

８
５
３)

７
４
４
０ 

ま
た
は
市
環
境
部
環
境
総
務
課
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
☎(

８
８
８)

５

７
０
４
へ
ど
う
ぞ
。

環
境
配
慮
行
動
の
ス
ス
メ 

環
境
部
長 

中
島 

修 

地
殻
変
動
で
陸
地
の
ほ
と
ん
ど

が
海
面
下
に
沈
む
と
い
う
筋
書
き

の
映
画
「
日
本
沈
没
」。
昭
和
40
年

代
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
火
山
の

大
噴
火
と
大
勢
の
人
々
が
逃
げ
惑

う
シ
ー
ン
が
今
も
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
南
太
平
洋
の
い
く

つ
か
の
島
国
が
水
没
し
、
国
が
消
滅

し
そ
う
だ
と
い
う
の
は
現
実
の
話

で
す
。
原
因
は
「
地
球
温
暖
化
」。

今
年
６
月
、
そ
の
よ
う
な
島
国
の
一

つ
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
の
窮
状
を
訴

え
る
活
動
を
し
て
い
る
ケ
ン
タ

ロ
・
オ
ノ
さ
ん
（
仙
台
市
生
ま
れ
の

40
歳
。
同
国
へ
の
高
校
留
学
、
帰

化
を
経
て
、
現
在
、
在
日
本
キ
リ
バ

ス
共
和
国
名
誉
領
事
と
し
て
活
躍

中
）
の
講
演
を
聴
く
機
会
に
恵
ま
れ

た
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

キ
リ
バ
ス
は
太
平
洋
上
の
赤
道

直
下
に
位
置
し
、
ギ
ル
バ
ー
ト
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
ラ
イ
ン
の
３
諸
島

と
33

の
環
礁
か
ら
な
る
人
口
約

11
万
人
の
美
し
い
島
国
で
す
。
首

都
は
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
に
あ
る
タ

ワ
ラ
で
、
平
均
海
抜
は
約
２
㍍
。
土 

が
な
い
の
で
野
菜
は
育
た
ず
、
輸
入

米
と
魚
を
主
食
と
し
て
い
ま
す
。 

 

本
来
は
穏
や
か
な
赤
道
性
気
候

の
キ
リ
バ
ス
で
す
が
、
最
近
は
次
の

よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。 

▼
雨
が
降
る
年
と
降
ら
な
い
年

と
が
極
端
に
分
か
れ
る
▼
巨
大
台

風
が
頻
繁
に
襲
う
▼
高
潮
が
頻
繁

に
起
こ
り
国
土
が
浸
食
さ
れ
る
▼

海
岸
浸
食
に
よ
り
、
通
行
人
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
た
り(

写
真
左
上)

、
ヤ

シ
の
木
が
枯
れ
た
り
す
る
―
な
ど
。 

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
を
日
本
（
世
界
全
体
の

約
４
㌫
を
排
出
）
の

㌫
し
か
出

し
て
い
な
い
島
国
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
酷
な
話
だ
と
思
い
ま
す
。 

温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
は
国

の
内
外
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
を

防
止
す
る
こ
と
は
人
類
の
喫
緊
の

課
題
で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ

な
い
最
も
有
効
な
方
法
は
化
石
燃

料
に
依
存
し
す
ぎ
な
い
こ
と(

脱
炭

素
）。
上
段
で
紹
介
し
て
い
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
事

業
は
、
温
暖
化
対
策
の
切
り
札
と
し

て
人
々
の
暮
ら
し
を
維
持
し
て
い

こ
う
と
す
る
取
組
な
の
で
す
。 

個
々
人
で
も
、
例
え
ば
、
▼
買
物

へ
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
▼
節
電
▼

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
換
え
▼
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
▼
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
購
入
▼
公
共
交
通
機
関
の
利

用
▼
車
買
い
換
え
時
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
等
の
選

択
―
な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
で
き
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
皆
さ
ん
も
、
地
球
環
境
に

配
慮
し
た
行
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

高潮の被害が大きいキリバスの海岸沿いの道路 

 

最
近
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
記
録
的
な
豪
雨
や

干
ば
つ
、
巨
大
な
台
風
や
竜
巻
な
ど
。
多
く
の
人
命
が
奪

わ
れ
た
り
、
巨
額
の
農
作
物
の
被
害
や
建
造
物
の
損
壊
な

ど
が
発
生
し
た
り
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し
の
大
き
な
脅
威

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
地
球
温
暖
化
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
と
さ
れ
、
人
類
の
英
知
を
結
集
し
て
温
暖
化
を

食
い
止
め
る
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で 

パ
リ
協
定
を
採
択 

二
酸
化
炭
素
を 

出
さ
な
い
再
エ
ネ 

市
と
民
間
に
よ
る 

再
エ
ネ
導
入
の
取
組 

温
暖
化
防
止
の
切
り
札
に 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用 

太陽光発電施設（総合環境センター） 

林立する風力発電機（雄物川河口周辺） 

コ 

ッ 

プ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
の 

ご
利
用
を 



 

  

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
相
当
額
の

使
い
途
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
前

に
、
シ
リ
ー
ズ
②
で
ご
説
明
し
た
「
相

当
額
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
改
め

て
触
れ
て
お
き
ま
す
。 

 

有
料
化
を
開
始
す
る
ま
で
は
、
市

税
や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
の

「
一
般
財
源
」
を
ご
み
処
理
経
費
と

し
て
支
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
庭

ご
み
処
理
手
数
料
が
歳
入
と
な
っ
た

こ
と
で
、
そ
の
手
数
料
分
の
一
般
財

源
の
支
出
が
な
く
な
り
（
※
）
、
他

の
事
業
の
費
用
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

※
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の
年
間
収

入
約
４
億
５
千
万
円
の
全
額
を

「
特
定
財
源
」
と
し
て
、
家
庭
ご

み
処
理
経
費
約
23
億
円
の
一
部
に

充
て
て
お
り
、
家
庭
ご
み
の
収
集

運
搬
業
務
委
託
経
費
な
ど
に
使
っ

て
い
ま
す
。 

  

他
の
事
業
の
費
用
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
般
財
源
（
こ

れ
を
「
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
相
当

額
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
本
来
、
使

途
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
で
の
議
論
な
ど
を
踏
ま

え
、
そ
の
お
お
む
ね
２
分
の
１
の
額

を
将
来
の
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
た

め
の
経
費
に
、
残
り
を
ご
み
減
量
対

策
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
対
策

事
業
に
充
て
る
こ
と
を
条
例
で
定
め

ま
し
た
。 

   

平
成
29
年
度
の
手
数
料
相
当
額
の

予
算
４
億
５
千
万
円
の
活
用
予
定
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ご
み
減
量
対
策
事
業
で
は
、
古
紙

回
収
の
促
進
・
支
援
（
２
千
563
万
６

千
円
）
、
集
団
回
収
の
普
及
促
進
（
１

千
581
万
２
千
円
）
、
家
庭
ご
み
処
理

手
数
料
収
納
管
理
関
連
経
費
（
１
千

513
万
１
千
円
）
、
資
源
化
物
の
祝
日

収
集(

１
千
397
万
５
千
円
）
な
ど
９
事

業(

１
億
１
千
233
万
６
千
円)

で
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
環
境
対
策
事
業
で
は
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
」
と
し
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
事
業

（
２
千
313
万
５
千
円
）
、
情
報
統
合

管
理
基
盤
運
用
経
費(

２
千
460
万
９

千
円
）
、
地
域
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
（
816
万

５
千
円
）
な
ど
11
事
業
に
、
「
生
活

環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
事
業
」
と

し
て
、
水
銀
含
有
ご
み
収
集
・
処
分

経
費
（
２
千
194
万
２
千
円
）
、
微
小

粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
2.5
）
成
分
分
析

業
務
委
託
（
815
万
３
千
円
）
な
ど
３

事
業
に
、
合
計
で
１
億
１
千
266
万
４

千
円
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

     

ま
た
、
決
算
認
定
の
際
に
、
予
算

額
と
決
算
額
に
差
が
生
ず
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
差
額
は
後
年
度

の
家
庭
ご
み
減
量
の
た
め
の
対
策
事

業
と
、
そ
の
他
の
環
境
対
策
事
業
に

活
用
す
る
た
め
、
秋
田
市
地
域
振
興

基
金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。 

 

平
成
29
年
度
は
、
地
域
振
興
基
金

の
積
立
て
か
ら
、
森
林
環
境
保
全
整

備
事
業
（
１
千
49
万
４
千
円
）
や
大

森
山
公
園
整
備
事
業
（
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
。
925
万
円
）
な
ど
６
事
業
、
３

千
591
万
９
千
円
を
活
用
予
定
で
す
。 

    

手
数
料
相
当
額
を
活
用
し
た
事
業

な
ど
の
予
算
額
と
決
算
額
に
つ
い
て

は
、
予
算
案
の
提
出
お
よ
び
決
算
の

認
定
の
都
度
、
広
報
あ
き
た
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
表
す
る
こ
と
（
い

わ
ゆ
る
「
見
え
る
化
」
）
を
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。 

  

平
成
29
年
度
家
庭
ご
み
処
理
手
数

料
相
当
額
の
使
い
途
（
予
算
額
）
は
、

広
報
あ
き
た
平
成
29
年
４
月
21
日

号
に
、
平
成
27
年
度
家
庭
ご
み
処
理

手
数
料
相
当
額
の
使
い
途
（
決
算
額
）

は
同
じ
く
平
成
29
年
２
月
17
日
号

に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
環
境
都
市
推
進
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
予
算
・
決
算

が
確
認
で
き
ま
す
。 

 

＊
シ
リ
ー
ズ
「
も
う
す
ぐ
５
年 

家
庭
ご

み
有
料
化
」
は
今
号
で
終
了
し
ま
す
。 

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
①

で
は
導
入
の
背
景
や
目
的
な
ど
を
、
シ
リ
ー
ズ
②

で
は
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の
「
性
格
」
を
中
心

に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

今
号
で
は
、
ご
み
減
量
対
策
な
ど
環
境
施
策
に

活
用
し
て
い
る
「
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
相
当

額
」
の
使
い
途
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。 

 

相
当
額
の
使
い
途 

家
庭
ご
み
有
料
化 家庭ごみ処理に必要な経費（約23億円）

◆手数料相当額って？◆

すべて一般財源を使って経費をまかないます

一般財源
手数料収入

（特定財源）

有料化前

有料化後

手数料相当額

（一般財源）

この分の一般財源（約４億５千万円）の支出が

なくなり、他の事業に使えることに！

手数料収入と一般財源を使って経費をまかないます

一般財源

２分の１を施設整備費の積立てに、

残りをごみ減量対策事業などの

環境対策事業に使っています

「
相
当
額
」
の
考
え
方 

 

ご
み
減
量
対
策
９
事
業
に
は 

１
億
１
千
万
円
を
活
用 

 

予
算
と
決
算
の
差
額
は 

地
域
振
興
基
金
へ
積
立
て 

 

相
当
額
の
使
い
道
を 

「
見
え
る
化
」
し
て
い
ま
す 

 

み
ち 

 

寒
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

例
年
こ
の
時
期
は
、
灯
油
な
ど
の
油
類
を
扱
う
機
会

が
多
く
な
り
、
燃
料
タ
ン
ク
等
か
ら
油
が
流
出
す
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
故
件
数
は
昨
年
度
は
16
件

で
し
た
が
、
今
年
度
は
10
月
末
現
在
で
、
既
に
16
件

発
生
し
て
い
ま
す
。 

事
故
の
原
因
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

か
ら
建
屋
ま
で
の
配
管
が
破
損
し
て
い
た
」
「
作
業
時

に
地
下
埋
設
管
を
破
損
し
た
」
「
積
雪
・
落
雪
に
よ
り

配
管
が
破
損
し
た
」
な
ど
の
ほ
か
、
「
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

か
ら
油
を
小
分
け
し
て
い
る
途
中
で
元
栓
を
開
け
た

ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
た
」
と
い
っ
た
〝
不
注
意
〟
が
原

因
で
事
故
に
な
っ
た
例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
油
類
の
管
理
に
は
細
心
の
注
意

を
払
う
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
配
管
や
防
油
堤
に
亀
裂
が
な
い
か
、
こ
ま
め
に
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。 

・
作
業
を
す
る
と
き
は
地
下
埋
設
管
の
位
置
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

・
タ
ン
ク
の
減
り
具
合
を
定
期
的
に
点
検
し
、
異
常
を

感
じ
た
と
き
は
専
門
業
者
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 ＊

火
災
の
危
険
性
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
消
防
本
部
予
防

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

☎
（
８
２
３
）
４
２
４
７

環
境
保
全
課
☎(

８
８
８)

５
７
１
１ 

 

寒
い
季
節
は
油
漏
れ
に
ご
注
意
を
！ 

市民のみなさんが楽しみながら、改め

てごみの減量について考えるきっかけと

なるような講座や情報提供を行う「ごみ

減量アクション」を 11 月 18 日(土)、に

ぎわい交流館ＡＵで開催します。 

恒例のガラポン抽選会のほか、「スター

バックス コーヒー秋田駅店のバリスタ

が教えるおいしいコーヒーの淹(い)れ方

とコーヒーにまつわる環境の話」と題し、

実演を交えた講座（試飲あり）も開催。

ぜひマイカップを持ってご参加くださ

い。申込み方法など、詳しくは広報あき

た 11月３日号をご覧ください。 
環境都市推進課☎(888)5708

 

今年度３回目の開催！ 

ごみ減量アクション 
 

来場してくれたかたに「あきエコどんどんポイ

ント」を３ポイント進呈。詳しくは会場で！ 

（写真は７/29 のにじみ染め風呂敷づくり講座）

 

冬囲い用の杭を打つ作業(写真右)で、

誤って保護管の上から油配管を破損

させてしまったもの（写真上）。作業

は慎重に行いましょう。 

 

※
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の
年
間

収
入
約
４
億
５
千
万
円
の
全
額

を
「
特
定
財
源
」
と
し
て
、
家
庭

ご
み
処
理
経
費
約
23
億
円
の
一

部
に
充
て
て
お
り
、
家
庭
ご
み
の

収
集
運
搬
業
務
委
託
経
費
な
ど

に
使
っ
て
い
ま
す
。 


